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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は 1904 年に初来日して以来、13 回も訪日した人類学者フレデリック・スター
（1858-1933）による東アジア調査の全容を明らかにし、その現代的意義を再評価するものであ
る。スターは日本の歴史文化に精通し様々な階層の人々と交流し、多くのコレクションを残し
たが、そのほとんどは知られていない。本研究は国内外の関係資料を調査することでスターの
東アジア調査について総合的に明らかにし、その研究の現代的意義を再評価した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This research project focuses on Frederick Starr ’s (1858-1933) East Asian research. 

Starr was a prominent anthropologist in the USA and visited Japan 13 times from 
1904 to 1933, made nationwide personal networks and large collections. But most of 
his research detail is forgotten today. This research project revealed the detail of his 
research by his field notes, diaries, letters, books, collections in Japan, USA and Korea 
and reevaluated the theoretical importance for contemporary anthropology.  
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は 1904 年のセントルイス博覧

会におけるアイヌ展示の研究を通してスタ

ーの調査を始めたが、本研究は 1904 年に初

来日して以来、1933 年に東京で死去するまで

来日を繰り返し、日本、朝鮮、満州の調査を

おこなったフレデリック・スター（Frederick 

Starr, 1858-1933）による東アジア調査の全

容を明らかにしようとするものである。スタ

ーは 1892 年にシカゴ大学の初代人類学教授
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として就任し 1923 年に退職するまで、米国

で最も著名な人類学者の一人であったが、現

代の人類学史では前近代の人類学者であり、

そのコレクションのほとんどは散逸し、学問

的業績もほとんど残さなかったといわれる。

しかしスターは、その研究者としての後半生

のほとんどを東アジア調査に費やし、日本・

朝鮮社会の様々な人々と交流し、歴史、社会、

地理、文化などのあらゆる側面を知悉し、ス

ターが日本・朝鮮各地を行脚する様子は新聞

紙上で報じられ、戦前の日本社会では「お札

博士」として広く知られた米国人だった。さ

らに政財界の著名人とも交流を持ち、1921 年

には勲三等瑞宝章を授与されているが、その

東アジア調査の全容については日米双方で

ほとんど知られていなかった。また、現代の

米国文化人類学史では、旧世代の人類学者で

あり、同時期に活動したスターに対するボア

ズ理論の「科学的」正当性とスター在任中の

シカゴ大学人類学部の学問的停滞が指摘さ

れる（STOCKING Jr.1968, DARNELL 1998）。

しかし、このような批判は、米国人類学史に

おけるボアズ派を中心としたホイッグ史観

による一面的なものである。スターは日米で

制度化された人類学界や相対主義的な文化

研究には関心を示さず、人々との交流や実践

に価値をおくとともに、広範な在野のネット

ワークを作り出し、納札、玩具、書籍、絵馬、

絵画などの収集に強い関心を持っていた。し

かし、スターの東アジア調査に関する従来の

研究は、その人類学における好事家的側面や

江戸趣味に注目した人々のネットワークに

注目するか（山口 1995）、アイヌ研究に注

目するのみで（小谷 1994、宮武 2008）、長期

にわたる東アジア訪問の実態やその広範な

コレクション、各地の好事家や研究者とのネ

ットワークの詳細についてはほとんど知ら

れておらず、現代の人類学研究における意義

について検討されることがなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究はスターが 30 年近くにわたってお

こなった、日本、朝鮮、中国・満州における

膨大な調査について、スターの収集した膨大

なモノのコレクション、あるいはスターの生

み出した人のネットワークについて、国内外

の資料によって総合的に明らかにしようと

する。それは、現代における低い学問的評価

にもかかわらず、その人類学研究の重要性は、

制度化された近代的学問・教育制度の構築や、

文化を中心とした理論構築にではなく、30 年

近くにわたる東アジア調査において構築さ

れた人やモノのネットワーク、あるいはその

調査実践の過程そのものにあると考えられ

るからである。特に、「社会」や「文化」を

鍵概念とした「近代人類学」を相対化し、趣

味人や好事家と未分化であった初期の人類

学からの異なった発展可能性を、モノと関係

性を重視したスターの人類学に探ることが

可能である。 

また、スターの政治的側面についてはほと

んど研究されないが、スターは東アジア調査

をはじめる以前から、半人種差別、反帝国主

義的発言をおこなっている一方で、アイヌ研

究（1904）ベルギー領コンゴの調査（1905～

1906 年）に続いて、東アジアの調査を本格化

させた 1910 年以降は、ベルギーや日本の植

民地支配に理解を示している。このように複

雑な政治的立場の背景としては、植民地主義

との妥協や政治指導者との個人的親交、行動

的でリベラルな宣教師であった父の影響が

考えられるが、その確認も本研究の目的の一

つである。 

スターの東アジア調査は、長期の参与観察

をもとにした米国人類学者による最初の本

格的な日本研究であり、その調査方法や結果



 

 

は「日本文化」を明らかにしようとするベネ

ディクトの日本研究とは全く異なったもの

である。このように本研究は、スターの東ア

ジア調査の詳細を明らかにすることで、スタ

ー以降の社会・文化人類学や日本民俗学を相

対化し、新たな人類学研究の可能性を探るこ

とが主要な目的である。 

 

３．研究の方法 

 スターの蒐集した日本、朝鮮、中国などの

コレクションのほとんどは、生前あるいは死

後に売却・寄贈されて散逸している。その中

でスターの東アジア調査資料は次の二つに

分けることができる。（１）スター自身が所

有していた資料で、そのほとんどが日本での

客死のあと親族により米国の研究機関など

に寄贈・売却されたものである。その中で第

一の資料としてあげられるのは、①シカゴ大

学のスペシャル・コレクション Frederick 

Starr Papers として残されている、書簡、フ

ィールドノート、備忘録、新聞・雑誌のスク

ラップブック、写真などである。これらの 100

箱近くの資料はスターの死後、親族により寄

贈されたものであるが、これらは 20 世紀初

頭の日本を中心とした東アジア調査におけ

る詳細な記録として重要である。これらの資

料をもとに、1904 年から 1933 年における、

スターの日本調査、朝鮮調査を含む、アイヌ、

日本、朝鮮・韓国、中国・満州調査における

具体的行動や人間関係を明らかにする。 

次に挙げられるのは、②オレゴン大学に所

蔵されている、納札、絵画、写真などである。

これらの資料はスターの死後、バス・ワーナ

ー・コレクションに売却されたが、その後オ

レゴン大学に寄贈され、現在は大学図書館と

美術館に所蔵されている。これらの資料には、

納札張込帖、納札単片、写真、アイヌ絵など

が含まれており、アイヌ関係写真やアイヌ絵

についてはすでに調査がおこなわれている

が、これまで調査がおこなわれていない資料

中で最も興味深いのは、数十冊の納札張込帖

である。これらは国内にも見られない、明治

末期から昭和初期に至る納札文化について

の纏まった資料であるだけでなく、スターが

個人的ネットワークを作り出した広範囲の

趣味人・納札交換会参加者を知ることができ

る点で重要である。さらに、これらの資料は、

スターの明治末期以降のモノへの関心と、狭

い学問領域を超えた市井の趣味人たちとの

ネットワークを知ることのできる資料であ

ると同時に、同時期に成立した日本民俗学と

スター人類学との親和性や異質性を知る上

で重要な資料である。このほかスターが晩年

居住したシアトルのワシントン大学でも、ス

ター関係の資料を調査する。 

第三に挙げられるのは、③ワシントン DC

の米国議会図書館に寄贈されたスターの蔵

書や資料である。スターの蔵書の一部は、そ

の死後にシカゴでオークションにかけられ

たことが知られているが、日本の新宗教関係

の多数の書籍や資料、あるいは趣味関係の資

料が議会図書館に寄贈されている。これらの

資料から、スターの調査した明治末期から昭

和初期における日本の民間信仰に関して知

ることができるだけでなく、各地に分散した

納札や玩具などの趣味人との交流について

も知ることができる。またワシントン DC で

は米国公文書館の日本・朝鮮の記録にスター

関係の資料が含まれていないか確認する。 

スターの東アジア調査資料で第二に挙げ

られるのは、（２）スターとのネットワーク

を生み出していた日本各地の趣味人や調査

協力者のもとに残された資料である。それら

の中で主なものとしては、次の資料が挙げら

れる。①第一に挙げられるのは、スターの助

手として長年調査に同行した九十九豊勝氏

の設立した「東洋民俗博物館」所蔵の資料で



 

 

ある。その資料にはスターの参加した納札会

や、スターも宗員であった当時最大の趣味人

の集団、我楽他宗に関する資料が含まれてい

て、スターの東アジア調査の詳細について知

ることができる貴重な資料である。 

②第二に挙げられるのは、スターと長年交

流のあった、我楽他宗員で孔版画家の板祐生

が残したコレクションである。板祐生の膨大

なコレクションは現在、「祐生出会いの館」

に寄贈されて一部が展示されているが、その

中にはスター山陰訪問時の資料、スターから

贈られたモノが多く残されていて、スターと

地方の収集家との交流について知ることが

できる。 

③第三に挙げられるのは、スターが五度の

富士登山の際に利用した富士山麓須走の旧

大米谷旅館・米山家に所蔵されている資料で

ある。これらは富士山を巡るスターの調査や

富士講の実践、収集家との交流などを知る上

で重要なものである。 

これらに資料に加えて、（３）日本、米国、

韓国の公文書館、国会図書館、新聞雑誌のデ

ータベースなどにおいて関係資料の調査を

おこない、スターの東アジア調査において形

成された、日本各地の蒐集家や好事家のネッ

トワークや、日本民俗学との関係について明

らかにする。またスターの東アジア調査と政

治の関係についても、シカゴ大学資料や米国

公文書館などの資料によって明らかにする。 

（４）スターの人類学研究の理論的意義に

ついては、従来の表象や認識、イデオロギー

論としてではなく、物質文化研究や実践論研

究など、人とモノのネットワークや関係性、

更にそのプロセスに焦点を当てた研究とし

て捉えることが必要であり、理論的深化をお

こなうための理論研究をおこなう。 

 

４．研究成果 

以上の研究目的と調査方法にもとづいて

おこなわれた調査対象とその成果は以下の

通りである。 

（１）シカゴ大学スペシャル・コレクショ

ン・Frederick Starr Papers の調査を 2009

年におこない、それらの東アジア関係の資料 

をもとにして、1904 年から 1933 年にわたる 

スターの東アジア調査の詳細な旅程と主要

な出来事を整理し、時系列でデータベース化

した。その結果、スターの日本訪問が従来知

られていた 15 回ではなく 13 回（朝鮮満州訪

問後の再入国を除く）であり、朝鮮訪問が 7

回に上っていることが判明したなど、スター

の東アジア調査の過程を総合的に把握する

ことが可能になった。 

（２）オレゴン大学付属図書館および、美術

館の調査を、2010 年から 2012 年にかけてお

こない、合計 55 冊の納札貼込帖に張られた

11､500 枚余りの納札を調査し、スターの参加

した納札会とその主要な参加者を確認する

と共に、資料集「オレゴン大学ナイト図書館

スペシャル・コレクション／オレゴン大学付

属ジョーダン・シュニッツアー美術館所蔵 

フレデリック・スター納札張込帖および関連

資料一覧」を作成した。 

（３）2011 年および 2012 年に、米国議会図

書館および米国公文書館の調査をおこなっ

た。その結果、議会図書館には昭和初期を中

心とした大本教、金光教、丸山教などの新宗

教に関する資料が多く含まれていることが

判明した。その中でもスターが第一次大本教

事件直前（1921 年）に大本教本部を訪れた際

の多くの資料や写真が含まれている。ほかに

は土俗、玩具、納札関係資料、沖縄訪問時の

写真資料などが挙げられる。これらにより人

類学者スターの民間信仰への関心を知るこ

とができるが、これらは日本の政治・宗教の

状況を知ることのできる資料であり、その側



 

 

面に関しては今後の研究が待たれる。 

また、米国公文書館（ワシントン DC およ

びメリーランド）において、スター関連資料

を調査したが、朝鮮関係の報告一部と逝去の

際の通信記録のみで、米国政府とスターの東

アジア調査が関係する資料は発見できなか

った。このことにより、ベネディクトの日本

研究などと異なり、スターの東アジア調査が

米国政府とは関係を持たないスター独自の

関心に基づくものであったことが明らかに

なった。 

（４）スターが強い関心を持ち収集した主要

なコレクションの一つは郷土玩具であった。

また、1927 年の日米人形交流の背景にスター

の玩具コレクションがあったと考えられる

ため、2011 年にボストン児童博物館で調査を

おこなった。児童博物館では、スターの玩具

コレクションを見ることは出来なかったが、

スターとギューリック（渋沢栄一と共に人形

交流の立案者）双方と交流のあった J.シャー

ウッドの資料を多く見つけることが出来た。

また、鳥取の祐生出会いの館の調査を 2010

年におこない、書簡や玩具など多くのスター

関係資料を調査し、スターと国内外の趣味人

のネットワークの詳細を明らかにした。 

（５）2009 年と 2010 年には東洋民俗博物館

資料の調査をおこない、スターが九十九豊勝

氏に宛てた多くの書簡を見ることが出来た。

これにより、シカゴの Frederick Starr 

Papers を資料的に補完することが可能とな

った。また多くの納札コレクションも残され

ているが、その多くはオレゴン大学の納札コ

レクションと重複するものである。 

（６）2009 年には、静岡県小山町須走の大米

谷資料を調査した。大米谷旅館には多くの著

名人が宿泊していたが、1933 年に東京で客死

したスターの遺骨は、富士山を望む須走に遺

族の意向で埋葬され、徳富蘇峰が揮毫した巨

石の墓碑が建てられている。また戦前にはス

ターの記念館が付属していた。現在も墓碑は

残され、富士講関係の資料、シカゴ大学資料、

墓碑建設時や戦後の追悼記念会の写真記録

など、多くの資料を確認した。 

（７）研究期間を通して韓国国会図書館およ

び公文書館で、スター関係の資料を調査し、

スター訪朝時の新聞雑誌記事や講演記録な

どを調査した。 

（８）日本国内の新聞記事データベースおよ

び、九十九資料や Frederick Starr Papers

の新聞記事をもとに、スター関係新聞記事デ

ータベースを作成した。 

（９）スターの東アジア調査の理論的意義

について、モナド論、アサンブラージュ論、

インゴルドのラインの人類学など、従来の表

象論にかわる存在論的人類学研究の意義を

検討し、文化研究とは異なった人とモノのネ

ットワークや動的プロセスに焦点を当てた

存在論的調査研究として、スターの東アジア

調査を捉えることが可能であることを明ら

かにした。 
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